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１

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

日奈久の人口
（９月末現在）

男 1,000人
女 1,208人
計 2,208人
(前月比-５人)

(2009年末3,444人)

令和７年１１月号
（第１９５号）

発行者
日奈久住民自治会

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

<会 議 等>

13日(木)市政協力員例会

17日(月)運営委員会

18日(火)広報部会

住
民
自
治
会
運
営
委
員
会
か
ら

11月の行事から

1日(土)地域活動発表会
日奈久中文化祭

3日(月) 文化の日
本岩孝之コンサート

8日(土)～9日(日)
シニアサッカー

15日(土)温泉神社例大祭
23日(日) 勤労感謝の日
30日(日)ちくワン誕生祭

10
月
16
日(

木)

開
催
の
運
営
委
員
会

か
ら
、
記
事
に
掲
載
し
な
か
っ
た
主
な

事
項
を
お
伝
え
し
ま
す
。

○
生
活
環
境
部
会

・
11
月
２
日(

日)

午
前
７
時
か
ら
津
森

小
学
校
遭
難
の
碑
広
場
の
清
掃
を
行
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
事
務
局

・
地
域
協
議
会
地
域
活
動
発
表
会
が
11

月
１
日(

土)

午
後
１
時
30
分
か
ら
八
代

市
公
民
館(

旧
パ
ト
リ
ア
千
丁)

大
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
日
奈
久
住
民
自
治
会

を
代
表
し
て
篠
原
事
務
局
長
が
発
表
し

ま
す
。

・
11
月
８
日
、
９
日
に
第
13
回
シ
ニ
ア

サ
ッ
カ
ー
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
協
力

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

・
日
奈
久
中
学
校
体
育
館
の
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

10
月
12
日
（
日
）
抜
け
る
よ
う
な
青
空

の
下
、
令
和
７
年
度
日
奈
久
校
区
民
体
育

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
テ
ー
マ
は
「
み
ん
な
で
協

力
し
体
育
祭
を
楽
し
も
う
」
”
で
し
た
。

そ
の
テ
ー
マ
通
り
、
各
町
内
老
若
男
女
が

参
加
し
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。
中
に
は
３
町
内
が
合
同
で
チ
ー

ム
を
作
っ
て
参
加
し
、
仲
良
く
力
を
合
わ

せ
て
競
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

中
で
も
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
走
で
は
、

町
内
の
選
手
が

テ
ン
ト
前
を
通

る
度
に
大
き
な

拍
手
が
わ
き
起

こ
り
、
後
半
に

は
ど
の
選
手
に

も
温
か
い
声
援

の
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
親
子
三

代
リ
レ
ー
で
は

幼
子
か
ら
バ
ト

ン
を
笑
顔
一
杯

に
受
け
取
り
、

走
り
出
す
お
じ

い
さ
ん
・
お
ば

あ
さ
ん
の
姿
に

声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

町
内
総
踊
り
で
は
、
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
参
加
し
、
大
き
な
輪
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。
来
賓
の
皆
さ
ん
や
消
防
団
員

も
輪
の
中
に
入
り
、
踊
り
を
楽
し
ま
れ
ま

し
た
。

ど
の
種
目
も
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
工

夫
さ
れ
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
大
会
講
評
で
、
宮
本
ス
ポ
ー

ツ
文
化
部
長
は
、
「
地
域
世
代
間
の
親
睦

９
月
29
日
（
月
）
八
代
市
役
所
を
訪
れ
た
の
は
、

「
ち
く
ワ
ン
」
日
奈
久
支
部
の
メ
ン
バ
ー
（
松
本

啓
佑
氏
、
八
島
広
樹
氏
）
。

メ
ン
バ
ー
は
、
８
月
に
八
代
市
を
襲
っ
た
大
雨

に
よ
る
被
害
の
復
興
の
力
に
な
り
た
い
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
を
活
用
し
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
販

売
し
ま
し
た
。

３
３
０
着
を
売
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
全
国
か

ら
の
寄
付
も
届
き
、
約
80
万
円
の
目
録
を
小
野
泰

輔
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
小
野
市
長
か
ら
は
、

「
被
災
者
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
う
温
か
い
支
援
で

す
」
と
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
中
秋
の
名
月

は
、
10
月
６
日
で
し
た

が
、
観
光
客
も
多
い
４

日(

土)

に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
雨
が
上
が
り
の

午
後
７
時
か
ら
温
泉
セ

ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯
前

に
て
厳
か
に
神
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
綱
が
高
く
積
ま
れ
、
各
町
内

の
提
灯
に
照
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

午
後
７
時
30
分
に
な
る
と
、
ド
ラ
の
合
図
で
ホ
イ

ホ
イ
の
か
け
声
も
勇
ま
し
く
大
綱
が
引
き
回
さ
れ
ま

し
た
。
小
中
学
生
も
多
数
参
加
し
、
温
泉
街
を
駆
け

回
り
ま
し
た
。
ば
ん
ぺ
い
湯
前
に
戻
っ
て
く
る
と
、

約
１
０
０
人
の
参
加
者
が
二
手
に
分
か
れ
、
ワ
ッ
シ
ョ

イ
！
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
の
か
け
声
で
大
綱
を
引
き
合
い

ま
し
た
。

久
留
米
よ
り
旅

行
で
来
た
熟
年
の

ご
夫
婦
は
、
旅
館

の
人
に
綱
引
き
が

あ
る
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
も
ら
い

参
加
。
男
性
が
浴

衣
姿
で
参
加
し
ま

し
た
。
「
子
供
の

頃
運
動
会
で
綱
引

き
を
し
た
ぐ
ら
い

で
久
し
ぶ
り
に
綱
を
引
き
ま
し
た
。
き
つ
か
っ
た
け

ど
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
温
泉
に
浸
か
り

ま
す
」
と
笑
顔
一
杯
で
し
た
。
子
供
た
ち
は
お
菓
子

を
も
ら
い
大
喜
び
で
し
た
。

そ
の
二
日
後
の
中
秋
の
名
月
の
10
月
６
日(

月)

、

大
坪
町
で
も
日
奈
久
阿
蘇
神
社
の
境
内
で
十
五
夜
綱

引
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
７
時
か
ら
の
神
事
の

後
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
約
60
人
が
参
加
し
、
良
く

晴
れ
て
美
し
い
月
が
照
ら
す
中
、
何
度
も
綱
引
き
を

繰
り
返
し
、
と
て
も
賑
わ
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
疲

れ
も
見
せ
ず
皆
笑
顔
で
し
た
。
杉
本
萬
樹
町
内
長
は
、

を
深
め
健
康
増
進
に
も
つ
な
が
っ
た
と
思

い
ま
す
。
応
援
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
笑

い
が
一
杯
で
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
テ
ー

マ
通
り
の
大
会
に

な
っ
た
体
育
祭

で
し
た
。
会
場

の
整
地
か
ら
準
備

や
運
営
、
片
付

け
ま
で
大
会
を
運

営
し
た
役
員
理
事

の
皆
様
本
当
に
お

疲
れ
様
で
し
た
。

日
本
を
代
表
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー

歌
手
の
本
岩
孝
之
氏
は
、
八
代
四
中
出
身

で
東
京
芸
術
大
学
声
楽
科
を
卒
業
。
現
在

は
山
梨
県
を
拠
点
に
、
全
国
各
地
で
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
た
り
、
オ
ペ
ラ
に
出
演

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時

11
月
３
日
（
月
、
祝
日
）

午
後
１
時
開
場
、
２
時
開
演

◆
会
場

日
奈
久
温
泉
神
社

イ
ベ
ン
ト
広
場

（
雨
天
時

日
奈
久
中
学
校
体
育
館
）

◆
入
場
料

２
０
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）

◆
駐
車
場

日
奈
久
小
・
中
学
校
駐
車
場

会
場
へ
は
送
迎
の
車
が
出
ま
す
。

本
岩
孝
之
「
愛
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）
開
催

新
田
町

北
園
百
合
子

日
中
は
気
温
の
高
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
鳴
く
虫
の
声
は
秋
の
音
色
で
、
季

節
の
移
ろ
い
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

10
月
８
日
（
水
）
、
ゆ
め
倉
庫
に
お
い

て
「
日
奈
久
校
区
婦
人
会
ミ
ニ
集
会
」
が

多
数
の
出
席
者
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
倉
野
会
長
よ
り
主
催
者
挨
拶
が

あ
り
、
続
い
て
校
区
長
の
西
村
一
夫
氏
が

来
賓
を
代
表
し
て
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
研
修
と
な
り
、
八
代
市
保
護
司

会
会
長
の
中
山
哲
行
氏
に
よ
り
、
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
に
つ
い
て
、
資
料
を
使
っ

た
用
語
の
説
明
が
詳
し
く
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
保
護
司
会
事
務
局
長
の
岩
﨑
茂

氏
が
、
現
在
の
八
代
市
の
犯
罪
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
八
代

市
は
犯
罪
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

保
護
司
は
、
犯
罪
を
犯
し
た
人
の
改
善

更
生
を
助
け
る
と
と
も
に
、
「
社
会
を
明

婦
人
会
便
り

婦
人
会
ミ
ニ
集
会開

催
さ
れ
る

説明に聞き入る婦人会会員

「
ぬ
っ
か
っ
た
ば
っ
て
ん
楽
し
か
っ
た
ば
い
」

日
奈
久
校
区
民
体
育
祭
盛
大
に
開
催

８月記録的大雨の被災地支援

「ちくワン」日奈久支部、八代市に寄付金

小野市長に寄付金を渡すちくワン

大きな輪が出来た町内総踊り

野田昌澄様より、亡母野

田洋子様（塩北町）のご逝

去に伴う香典返しとして、

住民自治会へ寄付を頂きま

した。ありがとうございま

した。

本岩 孝之 氏

名
月
を
仰
ぎ
な
が
ら

綱
を
引
き
合
って
大
歓
声

日
奈
久
十
五
夜
綱
引
き

「
歴
史
あ
る
行
事
を
大
切
に
つ
な
い
で
い

か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
人
口

減
少
も
あ
る
の
で
、
今
後
は
複
数
の
町
内

で
協
力
し
な
が
ら
綱
練
り
や
綱
引
き
を
し

て
い
け
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
り

ま
し
た
。
こ
の
綱
は
、
10
月
15
日
に
行
わ

れ
た
日
奈
久
阿
蘇
神
社
秋
季
例
大
祭
の
相

撲
の
土
俵
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

子供対大人でも大接戦

第
14
回
日
奈
久
美
術
展
案
内

◆
会
場

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

◆
展
示
期
間

11
月
16
日(
日)

～
24
日(

月
・
振
休)

11
月
18
日(
火)
は
休
館
日

◆
開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

(

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で)

◆
主
催

日
奈
久
美
術
愛
好
会

る
く
す
る
運
動
」
に
行
政
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
標
語
「
い
か
の
お

す
し
（
つ
い
て
い
か
な
い
・
車
に
の
ら
な

い
・
お
お
き
な
声
を
出
す
・
す
ぐ
に
げ
る
・

し
ら
せ
る
）
」
を
合
い
言
葉
に
、
誰
も
が

犯
罪
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

会
場
に
は
日
奈
久
小
１
年
生
の
ス
ト
ラ
ッ

プ
の
お
礼
の
手
紙
と
４
・
５
・
６
年
生
の

お
礼
の
手
紙
が
掲
示
し
て
あ
り
、
心
温
ま

る
婦
人
会
と
の
交
流
を
感
じ
ま
し
た
。

誕生祭やります

八
代
市
の
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
っ

た
ち
く
ワ
ン
の
誕
生
日
を
お
祝
い
し
ま
す
。

◆
日
時

11
月
30
日(

日)

13
時
開
場
、
13
時
30
分
開
始

（
15
時
30
分
終
了
予
定
）

◆
会
場

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

◆
主
な
内
容

ち
く
ワ
ン
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
や
サ

プ
ラ
イ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
が
あ
り
ま

す
。
く
ま
モ
ン
な
ど
の
キ
ャ
ラ
も
お
祝
い

に
駆
け
つ
け
ま
す
！

◆
そ
の
他

事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

予
約
方
法
に
つ
い
て
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
表
予
定
で
す
。
当
日
の
入

場
も
可
能
で
す
。
そ
の
際
、
立
ち
見
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
（
入
場
無
料
）

◆
そ
の
他

先
着
３
０
０
人
限
定

◆
主
催

花
と
音
楽
の
町
日
奈
久

◆
後
援

八
代
市
、
日
奈
久
住
民
自
治
会
、

湯
の
里
日
奈
久
振
興
会
、
日
奈

久
温
泉
旅
館
組
合
、T

e
a
m
I

H
i
n
a
g
u

◆
問
い
合
わ
せ
先

林
田
正
充

電
話0

9
0
-
2
5
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7
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8
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第26回「九月は日奈久で山頭火」閉幕14
日
の
前
夜
祭
は
実
行
委
員
長
木
村
哲

也
氏
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
み
ず
ほ
保
育
園

園
児
の
踊
り
や
太
鼓
演
奏
、
山
口
な
お
さ

ん
他
の
歌
、
日

奈
久
舞
踊
の
会

の
皆
さ
ん
の
踊

り
、
小
・
中
・

高
校
生
の
ダ
ン

ス
、
米
原
麻
衣

さ
ん
ら
の
踊
り

で
賑
わ
い
ま
し

た
。
小
・
中
・

高
校
生
の
ダ
ン
ス
が
迫
力
が
あ
り
、
日
本

舞
踊
の
静
か
さ
と
対
照
的
で
楽
し
ま
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

15
日
の
本
祭
は
午
前
９
時
か
ら
神
事
が

厳
か
に
行
わ
れ
、
園
児
の
奉
納
神
輿
、
秀

岳
館
高
校
奉
納
太
鼓
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
中
で
も
太

鼓
部
と
園
児
が

対
面
で
の
コ
ラ

ボ
が
圧
巻
で
し

た
。
太
鼓
に
合

わ
せ
て
反
応
し

て
踊
り
、
掛
け

声
を
出
し
て
い

ま
し
た
。
打
ち

合
わ
せ
も
な
く
、

自
然
と
一
体
化
し
て
感
動
し
ま
し
た
。

昼
食
前
の
赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
、
今
年

は
12
人
の
参
加
で
し
た
。
今
年
は
泣
き
出

す
赤
ち
ゃ
ん
が
少
な
く
、
に
こ
や
か
な
表

情
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
沖
縄
か
ら
参
加
し

た
の
は
山
本
一
樹
さ
ん
の
ひ
孫
で
し
た
。

昼
か
ら
は
日
奈
久
小
中
生
の
相
撲
大
会

で
す
。
慣
れ
な
い
相
撲
を
み
ん
な
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い

ま
し
た
。
先
生

方
の
ご
協
力
に

も
感
謝
で
す
。

最
後
は
お
楽

し
み
の
抽
選
会

で
す
。
小
・
中

校
生
も
参
加
し

て
歓
声
が
上
が

り
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
２
日
間
を
通
し

て
司
会
の
山
下
亜
矢
子
さ
ん
、
請
前
の
塩

南
町
の
皆
さ
ん
、
氏
子
総
代
の
皆
さ
ん
準

備
か
ら
後
片
付
け
ま
で
ご
苦
労
様
で
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
に
歓
声

盛
り
上
が
っ
た
日
奈
久
阿
蘇
神
社
秋
季
例
大
祭

10
月
14
・
15
日
日
奈
久
阿
蘇
神
社
秋
季
例
大
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
14
日
の
前

夜
祭
は
直
前
に
強
い
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
請
前
の
塩
南
町
の
皆
さ
ん
の
対
応
が
素
晴

ら
し
く
、
無
事
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
祭
で
も
子
供
神
輿
や
奉
納
太
鼓
、
相
撲
大
会
、

赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
な
ど
多
彩
な
催
し
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

元気な赤ちゃん土俵入り

【
俳
句
入
賞
作
品
】

【
大
賞
】

爽
や
か
に
音
楽
祭
の
服
選
ぶ

太
江
田
妙
子
（
鏡
町
）

【
選
者
特
選
】

前
山
光
則
選

お
も
む
ろ
に
箸
動
か
し
て
初
秋
刀
魚

上
野
悦
子
（
日
奈
久
東
町
）

山
下
し
げ
人
選

す
く
い
た
い
金
魚
は
水
に

と
け
る
よ
う

岩
本
涼
花
（
八
代
第
一
中
三
年
）

一
般
の
部

【
秀
作
】

箒
目
に
涼
し
さ
残
す
今
朝
の
風

大
野
敬
子
（
玉
名
市
）

生
か
さ
れ
て
今
年
も
九
月
は
山
頭
火

畑
田
孝
子
（
美
里
町
）

秋
の
蚊
の
影
も
う
つ
さ
ず
海
鼠
壁

な
ま
こ
か
べ

力

幸
子
（
菊
陽
町
）

【
入
選
】
宇
野
木
邦
子
（
熊
本
市
）
真
木

文
子
（
八
代
市
）
清
水
明
美
（
八
代
市
）

上
村
益
穂
（
熊
本
市
）
松
本
妙
子
（
玉
東

町
）

９
月
21
日(

日)

は
素
晴
ら
し
い
天

気
に
恵
ま
れ
、
日
奈
久
の
神
様
巡
り

を
し
ま
し
た
。
案
内
役
は
90
歳
を
超

え
て
も
元
気
な
池
田
正
一
さ
ん
。
山

頭
火
の
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
軽
妙

な
案
内
に
29

人
の
参
加
者

も
笑
顔
で
聞

き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
福

岡
県
か
ら
14

人
が
参
加
さ

れ
、
愛
知
県

か
ら
駆
け
つ

け
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
途
中
５

カ
所
で
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
、
当
選
者

は
大
喜
び
で
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
が
最

多
の
太
田
裕
子
さ
ん(

福
岡
県)

が
温

泉
フ
リ
ー
パ
ス
券
を
獲
得
し
ま
し
た
。

９
月
28
日(

日)

も
天
気
に
恵
ま
れ
、

出
発
点
の
ゆ
め
倉
庫
に
集
ま
っ
た
の

は
36
人
。
八
代
小
４
年
の
阪
口
結
仁

く
ん
の
頑
張
ろ
う
コ
ー
ル
で
、
二
見

の
龍
神
さ
ん
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
美
し
い
天
草
の
島
々
を

眺
め
な
が
ら
、
往
復
約
10
キ
ロ
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
途
中
湯

茶
の
接
待
も
有
り
、
参
加
者
は
ほ
っ

と
一
息
つ
き
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

【
秀
作
】

風
鈴
に
つ
ら
れ
て
そ
の
場
立
ち
止
ま
る

瀬
戸
口
誌
季
（
千
丁
中
三
年
）

一
周
忌
去
年
と
同
じ
雪
景
色

松
下
佳
聖
（
鏡
中
三
年
）

流
星
や
夜
を
置
い
て
け
鬼
ご
っ
こ

吉
田
稀
心
（
八
代
第
七
中
三
年
）

【
入
選
】
小
野
菜
々
美
、
灰
本
凰
我
、
橋

本
歩
季
（
以
上
八
代
第
一
中
三
年
）
清
水

美
和
、
清
水
亜
美
（
以
上
千
丁
中
三
年
）

投
句
数
は
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
４
３
４
句
、

一
般
の
部
１
５
９
句
で
し
た
。

９
月
い
っ
ぱ
い
多
彩
な
催
し
で
魅
了
し
た
「
九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」

が
、
閉
幕
し
ま
し
た
。
ち
く
ワ
ン
効
果
も
あ
っ
て
、
遠
く
は
愛
知
県
か
ら
の

参
加
者
も
あ
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
笑
顔
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

【
絵
手
紙
入
賞
作
品
】

【
特
選
】

【
審
査
員
特
別
賞
】

【
入
選
】

山
頭
火(

池
田
正
一
さ
ん)

の

案
内
で
「
ふ
く
福
め
ぐ
り
」

北田一幸
（上野町）

山本翔太

（八千杷小５年）
藤浦裕一郎

（宮地町）楠原なぎさ
（水俣市浜）

黒木誠子
（鹿児島市谷山中央）

【
佳
作
】

秋
野
育
子
（
二
見
町
）
今
福
和
歌
子
（
古

城
町
）
岡
下
実
生
（
弥
生
町
）
角
義
雄

（
宮
地
町
）
澤
村
俊
子
（
大
福
寺
町
）
谷

口
重
子
（
竹
原
町
）
谷
口
慎
一
（
鷹
辻
町
）

米
本
邦
子
（
竹
原
町
）
福
嶋
ア
イ
子
（
千

丁
町
）
中
村
直
子
（
菊
陽
町
）
新
居
巧

（
大
阪
府
枚
方
市
）
猪
原
和
佳
奈
（
日
奈

久
中
３
年
）
木
も
と
さ
き
（
日
奈
久
小
１

年
）
亀
山
瑠
那
（
八
千
把
小
６
年
）
中
田

帆
音
（
奈
良
市
佐
保
台
小
４
年
）

応
募
点
数

一
般
50
点

子
供
（
中
学

生
以
下
）
29
点

計
79
点

竹田澄子
（日奈久山下町）

春﨑ちなみ
（竹原町）

渡辺久己

(松崎町）

作
品
展
は
10
月
11
日
～
19
日
は
ホ
テ

ル
潮
青
閣
で
、
20
日
～
24
日
は
日
奈
久

郵
便
局
で
開
催
し
ま
し
た
。

【
審
査
評
か
ら
】

今
年
は
山
頭
火
を
描
い
た
作
品
が
と
て

も
少
な
く
、
ち
ょ
っ
と
寂
し
か
っ
た
で
す
。

も
っ
と
自
分
た
ち
の
町
の
魅
力
を
知
り
、

一
枚
の
ハ
ガ
キ
の
中
に
住
む
人
の
声
、
温

泉
の
音
、
町
の
雰
囲
気
な
ど
、
現
地
に
行
っ

て
五
感
で
描
け
た
ら
最
高
だ
と
思
い
ま
す
。

天
草
の
島
々
を
眺
め
な
が
ら

「
山
頭
火
ウ
ォ
ー
ク
」

天草の島々を眺めながらの

ウォーキング

駅
の
ノ
ー
ト
か
ら

八代～日奈久温泉間復旧おめでとうござい
ます！念願の初乗車の日に間に合って良かっ
たです。では、山頭火が愛した温泉を楽し
んできます。（駅ノート･聖地巡礼ノート
絵師カワイノスキー）

御鎮座６０５年


